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Ⅴ．特記事項 

 

1．礼法の指導と実践 

学校法人創志学園理事長大橋博は、開学以来今日まで一貫して「どこにもない大学を創

る」という強い意思を表明し、その具現化の第一段階に挨拶励行を置き、「礼法の指導と実

践」を重視している。挨拶は人として社会で生活し、仕事をしていく上で不可欠であり、

その指導は発声の仕方や言語の明確さはもとより、相手に正対し、かつ静止して視線を合

わせるという所作からはじまって、適切な服装にまで及んでいる。また大橋は、本学の入

学式・学位記授与式・学内セミナー・研修会・教職員総会などの場で、常日頃から学生・

教職員・保護者・地域社会に対して礼法指導の意義と必要性を訴えている。これを踏まえ、

本学では毎朝登校時に、理事長・学長・副学長・学部長らが率先して多くの教職員が門に

立ち、登校する学生たちに挨拶をしている。また、毎授業の初めと終わりには全ての教員

が学生と視線を合わせて礼をするとともに、授業中には「三ない運動」（居眠りをしない、

私語をしない、スマホを触らない）」の推進により、集中力の高い授業が展開されている。 

2．保護者面談 

学生、保護者、大学の 3 者が、大学生活における学修状況や種々の取り組み等の情報を

共有することを目的として、毎年 8 月下旬の 2 週間程度の期間に保護者面談を実施してい

る。面談には保護者と直接対面しながら話す直接面談と電話で話す電話面談があり、1・2

年生ではメンターが、3・4 年生ではゼミ担当教員が面談する。直接面談では本学ないしは

地方会場（福岡市、熊本市、広島市、神戸市、沖縄市）のいずれかを保護者に選択しても

らっている。面談の実施率は対面 42％、電話 32％と高く、保護者面談の満足度も 99.1％

と非常に高い。その理由として「学修状況が理解できた」89％、「担当教員と直接話ができ

た」76％が挙がっている。このように、教職員と保護者が一体となった学生指導が、本学

の教育効果を高める要因となっている。【資料特-2-1】 

3．4 年後に責任を持つ大学 

 理事長大橋博は「4 年後に責任を持つ大学」をスローガンに掲げ、学内の全ての教育活

動をこの点に収斂させている。まず、入学前教育とこれに続く 1・2 年次の初年次教育にお

ける「環トレ」によって基礎学力を高め、スピーチ（プレゼン）・コンテストによって社会

人としての実践力をゼミ担当教員が高める。これに続く 3・4 年次のキャリア教育において

は、キャリアセンター及び教職支援室がキャリア系授業をゼミ担当教員と協働して提供し、

また三志会活動を通して就職のための支援をする。勿論、本学においても三つのポリシー

に基づく教養教育と専門教育が教育活動の中核であり、近年アクティブ・ラーニング等を

導入して改善を重ねて質の高い教育を実践し、全教育課程を通して専門知識だけでなく、

非認知能力も育成している。さらに、体育会活動では競技力に加え、体育会五訓で謳われ

ている人間力を育成し、教育界や官界、実業界でも高く評価されている。このように、本

学の特徴として、充実した初年次教育とキャリア教育、体育会活動が専門教育を補完する

ことにより、本年度の就職率 99.3％、教員延べ 87 人、公務員延べ 185 人、東証上場企業

70 人の就職を達成している。 

〔エビデンス集資料編〕 

【資料特-2-1】2019 年度 環太平洋大学 保護者面談アンケート結果 


